
府民の森ほしだ園地園地探鳥会 （第４土曜日両園地通算第298回）

令和７(2026)年1月24日(土)9:30～14:30頃 日本野鳥の会大阪支部

友田武・神戸徹・新名泰博・吉山 晃・（平 軍二 (090-6901-1425))

Ⅰ③大阪府ハヤブサ
大阪府鳥類目録2016

繁殖期（春及び夏）のAランク

地で、一般の人が観察できる

のは泉大津市のホテルと、

ほしだ園地です。

泉大津の個体は「泉大津

ハヤブサ・サポート倶楽部」

の方がしっかり調査されて

います。

ほしだ園地は交野野鳥の会

「河村壽氏」が写真で記録して

下さっています。2026年、繁殖してくれるといいのですが、どうでしょうか。

Ⅰ 交野の鳥シリーズ
 (143)ハヤブサ
ほしだ園地のハヤブサ、2005年より

繁殖していたが（交野野鳥の会30年

のあゆみ：2010年発行）、2019年以降

繁殖しなくなった。

そこで交野野鳥の会会長名（神戸徹

氏）で、大阪府へ営巣個所の雑木伐

採を申し入れた。伐採されたものの、

ハヤブサのお気に召さないようでそ

の後も営巣行動は見られていない。

2026年に入って１/7，1/10に、河村

壽氏により営巣地周辺で、ハヤブサ

の雄雌が確認されたので、今月の鳥

として紹介する。

Ⅰ②交野市のハヤブサ （友田武氏集約） 友田武氏は交野野鳥の会の会員の方が、交野市内

で観察された野鳥について、毎日集約されており、ハヤブサの観察日数は下図の通りである。上記の通り2019年以

降繁殖していないこともあり、年別出現日数は減少している。月別平均出現日数は繁殖期の冬から春（12月～5月）

に5日/月を超えているのは、毎年繁殖準備行動に入っているためと推定している。

年別出現日数

夏5/20～7/20 秋7/21～11/30 冬12/1～2/末 春3/1～5/19
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Ⅰ④全国鳥類繁殖分布
鳥類分布調査会2021

北海道から九州の平地から山地に

留鳥として分布し，海岸や山地の

断崖で繁殖する。都 市のビルなど

の人工物で繁殖することもある。

記録メッシュ数は1970年代から1990

年代 の間に大幅に増加し，2010年代

もさらに増加した。1990年代と2010年

代でほぼ同じコー スを調査できた現地

調査の記録を見ても，ハヤブサが記録

できた地点数 は，30地点から41地点へと増加していた。

Ⅰ⑤ 世界のハヤブサ分布図 ➝
真木・大西 日本の野鳥590 2000年 平凡社

ハヤブサは分布が広く南極大陸とニュージーランド・ハワ

イ諸島など、一部の諸島を除いて全世界に20亜種が生

息する。日本では主要四島及びその周辺で繁殖し、一部

が冬季に短距離移動を行う程度で、本格的な渡りはしな

い。（Bird Research News 2008.12.22）

1974-1978 1997-2002 2016-2021

Ⅰ⑦「森のハヤブサ」ナニワの空に舞う

（著者：与名正三 2011年2月 東方出版）

与名正三氏は当時生駒市在住、撮影のフイール

ドであった生駒市高山の里にハヤブサがは度々

出現し、高山周辺でハヤブサ繁殖地を探したが

見つからなかったが、友人である鳥類研究者の

仲津弘氏の協力で、ハヤブサが交野市ほしだ園

地にハヤブサが繁殖しているとの情報を得ること

が出来たそうです。

それから6年間、約400日に渡りハヤブサの行動

を記録した結果を集約されたのが、

「森のハヤブサ」ナニワの空に舞う です。

Ⅰ⑥河村壽氏のハヤブサ写真（再録）

ハヤブサ空中給餌(20230311）
（残念ですが、繁殖行動に入らず）
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Ⅱ①先月(12月27日) くろんど園地探鳥会
快晴で寒い一日、冬鳥が来ている筈と期待してスタートした。しかしスタート地点～山地の遊歩道に鳥は少なく、

ヒヨドリとハシブトガラスの声が中心でした。くろんど園地に入って「貯水ダム」周辺に多いオオバヤシャブシの実は

例年マヒワ・アトリが来ている所、期待していたが全く姿は無かった。幸いダム池にいたオシドリが確認（1羽）できた。

園地内の「八つ橋」はラクウショウの林、鳥は出なかったが、リスが八つ橋を歩いてくれたので、よく観察できた。

くろんど園地駐車場近くで、遠くの木にイカルがいるのが確認され、今日の探鳥会で唯一ゆっくり全員が観察できた

種となった。園地出口ゲートからいつもは行かない右側へ、「傍示峠」を越え、奈良県（生駒市）側の里地（田んぼ）

で鳥を捜したが、草むらにアオジがいたのみであった。通常コースへ戻り「傍示集落」の棚田でも鳥は出ず、下りの

山道でもヒヨドリの他は声のないまま終点の天田神社についた。今日の資料に載せたジョウビタキや、ツグミの冬

鳥、留鳥のエナガも観察できず観察種数は21種にとどまり、しかも1羽しか観察できなかった鳥が８種もあり、鳥を

ほとんど見ないハイキングの一日となった。

鳥が少なかったこともあり、コース内で採取した木の実

について、鳥との関係を説明し終了とした。

また鳥とは関係ないが、くろんど園地内では多数の

ランナーに出会ったが、園地事務所付近にスタート地点

が設置されていた。舗装されていない所を走るトレイル

ランニング『くろんど輪舞曲（ロンド）トレイルラン 2025 

冬』が開催されていたことがわかった。

Ⅲ 2月くろんど園地探鳥会 2026/2/28（土）9：30私市駅前

今月と同じように、大阪支部HPのホームズ様式からお申し込みください。昨年2月のくろんど園地探

鳥会では、ルリビタキやクロジが出てくれました。今年はどうでしょうか。

イカル（渡邊信義氏）

リス（渡邊信義氏） イカルを見る参加者（平）

20250222 ルリビタキ（渡邊信義氏） 20250222 クロジ（渡邊信義氏）
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Ⅴ 探鳥会記録（くろんど園地・ほしだ園地）
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